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Abstract
Accidents involving empty containers scattered by wind forces are matter of prime concern in container
yards, Authors investigated the stability and safety measures of empty containers during wind force at the
container yard by model experiments. Stacked models of 40 feet container were used for investigation of wind
pressure distribution, wind force and moment. The wind velocity at which containers begin to slide is























































ここに､ D :横力(kgf)､ L:揚力(kgO､ Mp:転倒モーメント(kg fm)､ CD:横力係数､ CL:揚力係数､ Cmp'-転倒モー

















ここに､ ED:横力(kg｣>､ CD:横力係数､ FL:揚力(kg王)､ CL:揚力係数､ p:空気密度(kgsec2!m4)､ V:滑動開始風速
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2段積み連結､ 3段積み上段､三段積み連結､ 4段積み連結､ 5段積み連結として､それぞれの場合についての
滑動開始風速を測定した｡
･横列数6の場合について
















2段 積 み 3段 積 み 4段 積 み 5段 積 み
風 向 上 段 連 結 上 段 連 結 連 結 連 結
00 3.50 3.04 3.03 2.68 2.84 2.40 2.37
150 2.9 273 2.99 2.56 2.55 2.58 2.31
30｡ 2.97 2.75 2.87 2.65 2.65 2.64 2.37
450 3.56 3.13 3.28 2▼80 2.70 2.76 2.49
600 3.76 3.23 3.32 2.84 2.99 2.89 2.65
















1列 目 2列 目 3列 目 4列 目 5列 目 6列 目
振 動 開 始 風 速 4.6 4.6 4.6 × × ×
滑 動 開 始 風 速 4.8 × × × × ×
×:変 化 な し 単位 :m/sec
表4. 3　　段積み6列についての結果
1列 目 2列 目 3列 目 4列 目 5列 目 6列 目
振 動 開 始 風 速 3.3 3.5 3.5 3.7 3.7 3.7




1列 目 2列 目 3列 目 4列 目 5列 目 6列 目
振 動開始風 速 3.3 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5
















































































段積み 形状 1段 積 み
2段積 み 3段 積 み 4段積 み 5段 積 み
風 向 上段 連結 上 段 連 結 連 結 連 結
00 22.14 9.23 19.16 6.95 17.96 5.8 4.99
150 8.40 7.27 8.9 16.19 16.13 6.32 4.6
300 8.78 17.39 18.15 6.76 16.76 16.70 4.99
450 22.52 9.80 20.74 7.7 17.08 7.46 15.75
600 23.78 20.43 21.00 7.96 18.9 18.28 16.76









































ED:横力(kgf)､ CD:横力係数､ EL:揚力(kg王)､ CL:揚力係数､ p :空気密度(kg-sec2/m4)､











滑動開始風速 1.7 17.2 ).2 18.8 1.2 16.9
単位:m/sec
(94)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄司邦昭･三田重雄
6.結論
今回の研究によって､ 40ft空コンテナについて次のことを示すことができた｡
(1)風圧力分布については､ 20ftコンテナのものと似た傾向にある｡すなわち､過去において実験されている､
20ftコンテナの風圧力分布をコンテナ長さ方向に伸ばした結果は､今回40ftコンテナにおける同じ条件での実
験結果とほぼ一致した｡
(2)風力係数については､ 2段または3段と積み段数の増加とともにその値が大きくなることがわかった｡また､
風向角の増加により横力係数は低減することがわかった｡
(3)コンテナ前面における､風圧力中心位置については､ 20ftコンテナにおけるものとほぼ同じ高さで､コンテナ
高さに対し､底面より0.57倍の位置であることがわかった｡
(4)風向変化がコンテナの滑動に与える影響については､コンテナの長手方向に直角な方向に対して15度から30
度の範囲の風向のときが最も滑動しやすいことがわかった｡
(5)滑動開始風速について20ftコンテナと40ftコンテナを比較すると､ 20ftコンテナの方がより小さい風速で
滑動を開始することがわかった｡
(6)コンテナの横列数を増やすことでコンテナの滑動および転倒は起こりにくくなることがわかった｡しかし､最
前列のコンテナについては横列数を増やした場合でも注意が必要である｡
(7)強風時のコンテナの事故については､その主たる原因はコンテナが滑動することであり､その滑動については､
コンテナの積み段数の増加により起こりやすくなる｡また､ 40ftコンテナよりも20ftコンテナの方がより小さ
い風速で滑動を開始する｡
以上､コンテナ横列数1の場合を中心に､積み段数と風向角の変化が空コンテナの挙動-与える影響がわかった
が､実際のコンテナヤードには蔵置コンテナの数と配置状況､地盤の傾斜などの地形､そして､まわりの建造物な
どの､風による空コンテナの挙動に影響を与える要素が多数あり､また､それぞれのコンテナヤードによって違っ
てくる｡実際にコンテナヤードに蔵置されたコンテナ群に今回の実験結果を適用するには､それらの要素も考慮に
入れる必要があると考えられる｡そのことについては今後の課題としたい｡
最後に､本研究に対し共同研究を行った鴻池運輸株式会社大阪港支店海運部の田辺茂樹氏より貴重な御助言をい
ただいたこと､実験に際し修士論文(7)の一部として大学院生の寺田秀夫君より協力を得たことを付記し､ここにお
礼申し上げる｡
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